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令和２年(2020年)7月22日 第11次札幌市環境審議会 第５回会議

令和２年度札幌市環境白書の構成（案） 資料２



札幌の環境のいま

 2050年二酸化炭素排出実質ゼロを表明
・LEED for Cities and Communities 認証取得
・災害時の避難所等における次世代自動車からの
電力供給の協力に関する協定
・・・

 ヒグマとの共存

 ・・・

令和元年度の環境に関する札幌市の動きをピックアップ

環境に関する最新の動きを含めた状況を記載

環境に関する世界、日本の動き

特集

札幌市環境白書の発行にあたって

市長メッセージ
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本編 札幌市の環境の現状と対策

第１章 第２次札幌市環境基本計画の概要

１ 計画の位置づけ

２ 計画期間

環境基本計画の位置付けについて記載

環境基本計画の計画期間を記載
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３ 札幌市が目指す将来像

2050年に向けた札幌の環境の将来像について記載
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４ 将来像を実現するための５つの柱

「５つの柱」についての説明と
主な関連計画との関係性について記載
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５ SDGsとの関連性

「５つの柱」とSDGsとの関連性を記載
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６ 点検・評価

札幌市環境白書は、札幌市環境基本条例第９条に基づき、市民に環境への
負荷の状況、環境基本計画に基づき実施された施策の状況等を明らかにする
ため、作成しています。
次章では、第２次札幌市環境基本計画で掲げる札幌市の環境の将来像の実

現に向けた５つの柱で示す２０３０年の姿（長期的な目標）と施策の方向に
基づいて、進捗状況の点検・評価を行っており、今後の取組の推進につなげ
ていきます。
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環境白書の位置付けについて記載



１ 将来像の実現に向けた2030年の姿と管理指標

第２章 ５つの柱における取組の進捗状況

２ 2030年の姿に対する現状と課題

大気環境、騒音、河川等公共用水域における環境基準の達成度は、2018年度
91.9％です。
管理指標である目標達成に向けては、引き続き定期的なモニタリングや環境

汚染を引き起こす要因への対応など、良好な大気・水・土壌その他の環境確保
に向けた取組が必要です。
なお、各分野ごとの環境基準達成状況は「３ 主な施策の実施状況・課題の

評価・今後の方向」で示します。
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2030年の姿にどの程度近づいているかについて記載



３ 施策の実施状況・課題と評価・今後の方向

（１）良好な大気、水、土壌その他の環境の確保

実績

課題・評価

今後の方向

ア 大気汚染、騒音等のモニタリングと情報提供

イ 大気汚染、騒音等の発生源対策

実績

課題・評価

今後の方向
・
・
・

○大気汚染
○騒音
○有害化学物質等

・
・
・

（２）積雪寒冷な地域特性も踏まえた気候変動に対する適応対策
ア 大雨対策

実績

課題・評価

今後の方向
・
・
・

イ 大雪対策

実績

課題・評価

今後の方向

・
・
・
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施策の方向に対する主な事業等の進捗状況を記載



１ 将来像の実現に向けた2030年の姿と管理指標

２ 2030年の姿に対する現状と課題

札幌市内から排出されるCO2などの温室効果ガスは、1990年比で29.9％増加
しています（2017年）。
また、札幌市内の電力消費量のうち、再生可能エネルギー消費量は、8.3％

（総電力消費量92.8億kWh、うち再エネ分7.7億kWh）です（2017年）。
管理指標である目標の達成に向けては、住宅・建築物の高断熱・高気密化、

設備の省エネルギー化による暖房エネルギーの削減や再生可能エネルギーの導
入、自動車から公共交通機関等への転換等、省エネルギー・再生可能エネル
ギー促進による、さらなる取組が必要です。

（仮）本市における電力消費量の推移と電源構成 10

（仮）本市における温室効果ガス排出量の推移

2030年の姿にどの程度近づいているかについて記載



３ 施策の実施状況・課題と評価・今後の方向

（１）徹底した省エネルギーの推進

（２）再生可能エネルギーの導入促進

（３）水素エネルギーの活用

実績

課題・評価

今後の方向

ア 住宅・建築物の省エネルギー対策

イ 省エネルギー設備の導入や設備運用改善の推進

実績

課題・評価

今後の方向
・
・
・

ア 太陽光発電や小規模風力発電等の導入促進

実績

課題・評価

今後の方向
・
・
・

ア 燃料電池自動車の導入促進
実績

課題・評価

今後の方向
・
・
・

○札幌市次世代住宅基準の普及
○建築物環境配慮制度（CASBEE札幌）の推進

・
・
・
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施策の方向に対する主な事業等の進捗状況を記載



４ 主な関連計画とその進捗状況

札幌市温暖化対策推進計画、札幌市役所エネルギー削減計画については、目標達成に向け
てやや遅れています。
札幌市エネルギービジョン、札幌市燃料電池自動車普及促進計画、都心エネルギーマス
タープランについては、目標達成に向けて概ね順調もしくは順調に進んでいます。
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各個別計画の進捗状況について説明文を記載



１ 将来像の実現に向けた2030年の姿と管理指標

２ 2030年の姿に対する現状と課題

市内で排出されるごみの量は、2018年度60.6万tで、2016年度59.1万tの基準か
ら1.5万t増加しています。
管理指標である目標の達成に向けては、さらなるゴミ減量や分別の取組を進

めるとともに、廃棄ごみだけでなく、資源物も合わせたごみ量全体を削減し、
そのうえでリサイクルを推進することが必要です。

（仮）ごみ排出量の推移
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2030年の姿にどの程度近づいているかについて記載



３ 施策の実施状況・課題と評価・今後の方向

（１）廃棄物のさらなる減量に向けた２Ｒの推進

（２）資源を有効に活用するリサイクルや廃棄物の適正処理の推進

（３）災害廃棄物の対策や自治体間での連携

実績

課題・評価

今後の方向

ア 市民や事業者におけるごみ減量や食品ロス削減の推進

イ 市民や事業者におけるリユース（再使用）行動の促進
実績

課題・評価

今後の方向
・
・
・

ア 家庭ごみや事業ごみの適正な分別

実績

課題・評価

今後の方向
・
・
・

ア 災害に強い廃棄物処理体制の構築
実績

課題・評価

今後の方向
・
・
・

○家庭ごみ減量の推進
○事業者との連携

・
・
・

14

施策の方向に対する主な事業等の進捗状況を記載



４ 主な関連計画とその進捗状況

新スリムシティさっぽろ計画については、目標達成に向けてやや遅れています。
産業廃棄物処理指導計画については、目標達成に向けて概ね順調または順調に進んでいます。
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各個別計画の進捗状況について説明文を記載



１ 将来像の実現に向けた2030年の姿と管理指標

２ 2030年の姿に対する現状と課題

生物多様性に対する市民の理解度は、2018年度33.5％です。
管理指標である目標の達成に向けては、生物多様性の保全に関する環境教育

などの普及啓発やデータの蓄積、適切な自然環境の保全など、さらなる取組が
必要です。
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（仮）生物多様性に対する市民の理解度の推移

2030年の姿にどの程度近づいているかについて記載



３ 施策の実施状況・課題と評価・今後の方向

（１）生物多様性の保全

（２）水やみどりの活用、ふれあいの促進

（３）生物多様性にも配慮した良好な景観の形成

実績

課題・評価

今後の方向

ア 生物多様性の理解向上・保全に向けた行動促進

イ 野生鳥獣（ヒグマ、エゾシカ等）に対する市街地侵入抑制や被害防止対策
実績

課題・評価

今後の方向
・
・
・

ア みどりの保全・創出

実績

課題・評価

今後の方向
・
・
・

実績

課題・評価

今後の方向
・
・
・

○さっぽろ生き物さがし2018

○生物多様性フォーラム

・
・
・
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施策の方向に対する主な事業等の進捗状況を記載



４ 主な関連計画とその進捗状況

生物多様性さっぽろビジョンについては、一部目標達成に向けて順調に進んでいますが、
その他はやや遅れているまたは遅れています。
さっぽろヒグマ基本計画には、目標・指標となるものが設定されていません。
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各個別計画の進捗状況について説明文を記載



１ 将来像の実現に向けた2030年の姿と管理指標

２ 2030年の姿に対する現状と課題

第２次札幌市環境基本計画で示す「持続可能な都市」について理解し、自
ら行動できる取組として掲げる“地球を守るためのプロジェクト・札幌行動～
市民行動編”のうち、よく取り組まれている項目は、「ごみの分別を徹底する
（81％）」、「食材や日用品は無駄なく使い切るようにし、ごみを減量する
（69.8％）」、「水の効率的な利用を心がけ、使用済み油や調理くずなどを下
水に流さない（62.9％）」など、省資源・循環型社会の分野です。
一方、あまり取り組まれていない項目は、「環境に関する講演会や施設見

学などに積極的に参加し、知識を深める（3.1％）」、「札幌市が世界に誇る
イベントを通じて札幌の取組を世界に発信する（3.1％）」、「環境をテーマ
とする国際交流や国際協力に積極的に参加する（1.4％）」など、教育・学
習・人づくりや地球的視点と平和の分野です。
また、札幌市と道内自治体をはじめとした様々な主体による連携を普及さ

せるため、連携体制の構築へ向け、検討を進めています。
管理指標の達成に向けては、引き続き市民や事業者、行政が一体となって

５つの柱に定めた施策の方向に積極的に取り組んでいく必要があります。
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2030年の姿にどの程度近づいているかについて記載
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13.5%

62.9%

17.8%

69.8%

50.9%

45.6%

81.0%

52.7%

41.8%

40.2%

20.4%

39.7%

16.0%

11.8%

10.3%

39.4%

46.9%

25.7%

11.7%

3.1%

3.5%

22.2%

1.4%

3.1%

5.9%

1.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%

R元年度(N=1,063)

緑地や水辺の自然環境、生物多様性の保全に
関心を持ち、保全活動に取り組む

ごみの分別を徹底する

食材や日用品は無駄なく使い切るようにし、ごみを減量する

水の効率的な利用を心がけ、使用済み油や調理くずなどを下水に流さない

家電製品の待機電力等、無駄な電気の使用を減らす

外出時にはマイ箸、マイバッグなどを持ち、使い捨て製品の使用を減らす

公共交通を積極的に利用する

手入れや修理をしながらものを大切に使い、再利用に努める

照明器具や家電製品を省エネ性能の高いものに切り替える

外気や太陽光の取り入れ、着衣の工夫等により、冷暖房の設定温度を見直す

地産地消や旬の食材の購入を心掛ける

徒歩や自転車の積極的な利用により、自動車の使用をできるだけ控える

自動車を購入する際は、次世代自動車・低燃費車を選ぶ

世界で起こっている環境問題と私たちの生活との
関連を考え、解決に向けてできることから行動する

断熱や気密対策など、住宅におけるエネルギー利用効率を
高める工夫を実践する

庭や畑、公園など、身近な場所や地域から緑を増やす

伝統的食品や保存食品を活用し、食の安全と地域の食文化を守り育てる

エコマークやグリーンマークなどの環境ラベルを
目安に、環境負荷の少ない製品を選ぶ

家庭や地域で環境保全の大切さについて話し合い、行動する

環境問題に熱心に取り組んでいる生産者や
販売店による製品やサービスを選択する

特に取り組んでいない

環境保全活動に関する情報の交換や
共有を進め、人のつながりを広げる

環境に関する講演会や施設見学などに積極的に参加し、知識を深める

札幌市が世界に誇るイベントを通じて札幌の取組を世界に発信する

環境をテーマとする国際交流や国際協力に、積極的に参加する

無回答

（仮）令和元年度札幌市の温暖化対策推進に関する調査結果
（「『持続可能な都市』を実現するために『第２次札幌市環境基本計画』で示す “地球を守
るためのプロジェクト・札幌行動～市民行動編”を実践していますか。」に対する回答）



３ 施策の実施状況・課題と評価・今後の方向

（１）幅広い世代への環境教育・学習の推進

（２）環境側面からの経済振興

（３）環境保全活動を通じたコミュニティの活性化の推進

実績

課題・評価

今後の方向

ア 学校・地域・企業等で行われる環境教育活動への支援の充実

イ 人材育成、市民・事業者等の協働による環境保全活動の推進

実績

課題・評価

今後の方向 ・
・
・

ア 環境産業の振興

実績

課題・評価

今後の方向 ・
・
・

実績

課題・評価

今後の方向
・
・
・

○人材派遣事業（環境保全アドバイザー制度、環境教育リーダー制度）
○エコライフレポート

・
・
・

（４）道内連携、様々な主体との連携の推進

ア 環境保全対策に資する地域活動の拡充

実績

課題・評価

今後の方向 ・
・
・

ア 環境保全活動を通じた道内事業者への支援の拡充
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施策の方向に対する主な事業等の進捗状況を記載



４ 主な関連計画とその進捗状況

札幌市環境教育・環境学習基本方針には、目標・指標となるものが設定されていません。
札幌市産業振興ビジョンについては、市内従業者数については目標値に対してやや遅れて
いますが、市内企業の売上高は順調に進んでいます。
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各個別計画の進捗状況について説明文を記載


